
がまごおり「みらいキャンバス」
第４回市民ワークショップ

蒲郡市教育委員会 教育政策課

2025.6.22

【支援事業者】(株)シアターワークショップ

【協力企業】(株)図書館総合研究所、三菱UFJリサーチ＆コンサルティング(株)

(有)マル・アーキテクチャ、(株)国際開発コンサルタンツ 1



本日のスケジュール 14:00 ごあいさつ

イントロダクション

・前回のワークショップの振り返り

14:05 基本計画の進捗について

14:10 市民共創プラットフォームについて

14:35 グループワークの進め方

14:45 グループワーク（60分）

・自己紹介

・テーマ①「みらいキャンバスでやってみたいことを

プランにしてみよう！」

・テーマ②「『拠点』を立ち上げよう！」

15:45 -5分休憩-

15:50 発表

16:25 事務連絡、アンケート記入

16:30 閉会 2



前回のワークショップの

振り返り
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第３回ワークショップの様子
日時 2025年４月20日（日）

会場 蒲郡市民体育センター

参加者 24名

テーマ ①企画書にする「この施設やまちで

やってみたいこと」を選ぼう

②市民共創のプラットフォームについて

グループで話してみよう

内容 冒頭では、第1回・第2回ワークショップの

振り返り、基本計画の進捗を共有した。

テーマ①では、参加者の皆さんが「やりた

い！」と思った、これまでのアイデアから、

企画化する活動を考えた。テーマ②では、

今後の市民共創のプラットフォーム構築に

向けた意見を聞いた。 4



テーマ①について

テーマ②については、後ほどお話します！

5



各チームの企画案（発表・ワークシートより）

がまごおり暮らしコンシェルジュ～人と人をつなげます～

✓その地域や施設に行かないと情報が得られないことが多い。そのために地域
の行事に参加しづらかったり、地域とつながれていない人がいる。そういう
人たちの相談を受けて、誰かを紹介したり、つないでいくための窓口をつく
りたい。

あさりチーム
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各チームの企画案（発表・ワークシートより）

あかざえびチーム

クリエイティブチャレンジ

✓施設の名前や緞帳（どんちょう）のデザインの募集など、市民に案を出して
もらう。

✓施設ができたあとにもやれるような活動や、施設内で本から学び、学んだこ
とを実際に活動し、最後に発信するという流れを実際に疑似体験するイベン
トを行う。

ふるさと再発見プロジェクト

✓バスツアーや年代別のマップの作成を行い、みらいキャンバスを起点として
色々な所へ行けるようにしたい。

✓地元の良さや色々な場所に目を向けるきっかけにもなってほしいし、市外の
方も蒲郡の良さに気づいてもっと訪れてほしい。

がまうらライトアップ

✓駅から敷地までの道のり、特に線路沿いを通るルートが暗い雰囲気がある。

✓施設ができるまでに、道のりの中でマルシェをやったり、目につくアートを
作ったりして、明るくしたい。 7



各チームの企画案（発表・ワークシートより）

きんめだいチーム

蒲郡マルシェ

✓蒲郡ゆかりの方を呼んで対談、みかんの皮を使った遊び、ロープを使ったコ
サージュ作り、蒲郡のおいしいものの提供・飲食等、蒲郡しばりのマルシェ
を開催。

ソフト・ハードの情報拠点

✓各家庭の防災ラジオを活用し発信。いずれコミュニティFMを開局、核を施
設に置く。公開収録等で、元気な情報を知ってもらう。放送内容はアーカイ
ブする。

✓各地に情報発信拠点と蒲郡本棚(ハードの拠点）を作る。海や、郷土の歴史、
人物探訪等のテーマで本棚をつくり、まちなかや関連施設などにも本棚を設
置する。

フィールドワーク蒲郡

✓図書館での宿泊、星空観察、鉱物探索や魚釣りなどを、実際に現地に行って
体験する。
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各チームの企画案（発表・ワークシートより）

デジタル交換日記

✓学生で進路について悩んでいることが多いので、同じ学校にいた人同士でつ
ながれる、情報交換ができるところがあったら良い。

蒲郡笑顔アルバム

✓市民活動をされている方等の活動時の笑顔等の姿をみれるアルバムが共有で
きれば良い。

✓蒲郡全体で共有でき、ホームページや新聞、チラシを作る時に、市民の人も
使えるようなデジタルのアルバムとし、使えるものがみんなで共有できる。

みらキャンユーザーのためのスマホアプリを開発する

✓みらいキャンバスを便利に使うためのアプリ

するめいかチーム

9



各チームの企画案（発表・ワークシートより）

たかあしがにチーム

敷地で活動や空間を感じるプレイベント！！

✓「施設でこんなことができる」を味わってもらうため、仮設のステージでの
演奏会、子どもを対象にした読み聞かせや本の貸出、読書を行う。

✓飲食や市内の活動団体に出店してもらい、集まってもらった市民に施設のこ
とを知ってもらう。

繊維の文化を伝える はぎれを使ったアート活動・ワークショップ

✓はぎれを使ったアート活動等により、繊維のまちとして栄えた蒲郡の文化を
伝える、継承する。

オープンするまでのプロジェクトアイコン＆キャッチフレーズ

✓施設の完成まで年数があるので、今からアイコン、キャッチフレーズを作り、
市民への発信物に必ず入れて、知ってもらう。
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各チームの企画案（発表・ワークシートより）

めひかりチーム

子ども、若者、大人…みんなの居場所の選択肢をふやす

✓こどもたちだけでなく、大人も、外国籍の人もみんな居場所がない。活躍の
場をみつけるなどして、みらいキャンバスが居場所の選択肢の一つになるよ
うにする。

知っていること（蒲郡のこと、防災など）を共有（学びあい）し、若
者から次世代へつたえる学びの循環

✓若者の活躍に向け、学び合いにより、若者が学んだことをもっと小さい子に
伝える場所にする。防災、蒲郡の歴史等、知っているようで知らない、実は
大事なことを一つ一つ学び合う場所とし、そして学んだことを子どもたちに
伝える企画ができると良い。

他自治体の施設見学ツアー

✓先進事例をみんなで見学し、同じ情報を持っていろいろな企画を検討してい
きたい。
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なんでもアンケート、

事務局への意見
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市民共創のプラットフォームに関する
アンケートについては、後ほどお話します！



【アンケートでいただいたご意見】

• 自分が考えなかったアイデアがでてきていいな

と思ったし、せっかくやるならば、自分たちが

楽しんでやれるものにしたい。そしてそれが

「蒲郡のため」になるなら最高だなと思った。

• 初めての参加で何もわからなかったんですが、

グループの皆さんが優しく助けていただいたお

かげで、とても楽しく参加することができまし

た。色々な世代とかかわる機会がこれからもあ

るといいなと思います。

• 難しそうだと思ってましたが、自分の意見+皆

さんの意見が加わってとても楽しそうな企画が

できたと思います。

お手元に、アンケート結果もお配りしています。
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基本計画の進捗について
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基本計画の現在地

⚫ 前回、基本計画の進捗についてお話をしました（前回のスライドは、各

テーブルに配布しています）。

⚫ 現在は、事業者へのサウンディングを終え、第3回ワークショップまでの

皆さんの意見や、事業者からの意見を踏まえて見直し、調整をしている

段階です。

⚫ アンケートで「こどもたちの意見を聞いてみたい」という意見が多かっ

たことから、小学生のこどもたちにアイデアを聞いています。
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蒲郡のこどもたちが総合的な学習の授業で
みらいキャンバスについて一生懸命考えています！

⚫ 中央小学校６年生が「ぼくらでつくろう『みらいキャンバス』」をテーマに取

り組んでいます。「みんなが行きたくなる図書館」はどんな図書館かについて

考え、７月中旬の授業で発表予定です。

⚫ 蒲郡南部小学校４年生は「あったらいいな、こんな図書館」をテーマに取り組

んでいます。「どんなスペースで、どんなことをしたいか」を考え、６月４日

（水）の授業で１人ずつスペースの模型を作って表現しました。

９月23日（火）から９月28日（日）までの期間、４年生の考えたスペースを

蒲郡市立図書館で展示します！
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17

蒲郡南部小学校での様子



市民共創プラットフォームについて
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みらいキャンバス基本構想における「共創」

上記３つの基本的な役割が互いに作用し

「融合・循環」することで、市民が「みらい」を

描くことができる「共創空間」を構築します。

基本理念は「共創」と定め、

市民の心豊かな暮らしに繋ぐことを目指します。

施設コンセプトは、

がまごおり「みらいキャンバス」

憩い・つながる場 ＜みらいスペース＞

知の拠点 ＜みらいスタジオ＞

発信・表現の舞台 ＜みらいステージ＞
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市民のやりたいことから、みらいキャンバスは生まれます

みらいキャンバス

スペース

設え 機器
空間

備品
etc

おしえる、えんそうする、えがく、かたらう、よむ…

みらいキャンバスで市

民がやりたいことを
集める市民のやりたいことを

機能や空間計画に生
かす

キャンバスが出来上がる前から
やりたいことを実際にやってみ

る＝その活動がみらいキャ
ンバスの機能へとつな
がる
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それには助走するための共創プラットフォームが必要

• 市民が「やりたい！」と思ったことを開館前から実際にやってみて、開館後の施設
のサービスへとつなげられるような、市民共創のプラットフォームを作る

やりたいことを考える

活動の土台づくり・企画

開館までの実証実験・活動 活動の継続

開
館

市民共創のプラットフォームで企画・実施
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アンケート、

グループワーク結果
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第３回ワークショップ アンケート結果

Q1市民共創のプラットフォームでの活動が始まったら参加したいと思いますか？

（１つに〇）

23

✓「ぜひやってみたい」理由：実現してほしい企画がた
くさん出たので、関わりたい／自分の活動にかかわるこ
とで、「みらいキャンバス」に繋がることはぜひやって
みたい／大きな施設ができるまでの過程に関わりたい
など

✓「状況次第で考えたい」理由：自身の仕事や家庭との
兼ね合い など

→二つ合わせて95.7％
①ぜひやってみたい

43.5%

②状況次第で考えたい

52.2%

③やりたくない

4.3%

※回答者 23人
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✓「状況次第で考えたい」理由：まだ全体的なイメージ
が明確ではないので、もう少しやっていく中で考えたい
／どの程度の責任感なのか／みんなで勉強／複数リー
ダー など

→73.9％ ちなみにぜひやってみたいも13.0％
いらっしゃいます

Q2チームリーダーに挑戦してみたいと思いますか？（１つに〇）

①ぜひやってみたい

13.0%

②状況次第で考えたい

60.9%

③やりたくない

21.7%

無回答

4.3%



Q3市民共創のプラットフォームにおいて、どういったサポートがあると活動しやすいと

思いますか？（あてはまるものすべてに〇）
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✓道具や場所の貸出 65.2％

✓仲間に関するサポート 65.2％

✓「その他」56.5％の具体的な内容：情報収集や情報発信を手伝ってほしい／デジタル技術を学ぶ

機会／定期的に見守る人／助言してもらったりしたい など

65.2%

26.1%

65.2%

0.0%

56.5%

4.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

①道具や活動場所などの貸し出し

②相談窓口など、スキルアップ・学びのサポート

③専門アドバイザーやコーディネーターなど仲間

に関するサポート

④特にサポートは必要ない

⑤その他

無回答



✓月に1回程度 48.1％

✓特定のイベントや必要に応じて参加 25.9％

✓活動のアイディアを実現させるための骨組みづくりが１番大事だと思うし、大変／ビデオ通話もしくは

LINEオープンチャットなど文字だけで済む内容であれば利用する など

26

Q4参加する場合、どのくらいの活動頻度が望ましいですか？（１つに〇）

Q5市民共創のプラットフォームに関して、そのほか、みなさんの思ったこと、自由に
お聞かせください！

①週に１回以上

0.0% ②月に２～３回

程度

18.5%

③月に１回程度

48.1%

④数か月に

１回程度

7.4%

⑤特定のイベントや必要

に応じて参加したい

25.9%



アンケート、グループワークから…

✓参加意向としては、前向きな意見が多い

✓拠点に関する意見が多い。敷地にも近くて立ち寄りやすい、気軽に集まれる場所が欲しいといった

活動拠点を求める意見が多い

✓サポートとして、道具や活動場所などの貸出、専門アドバイザーやコーディネーターなど仲間に
関するサポートへのニーズが高い

✓関わり方については、自身の仕事や家庭との兼ね合い、ゆるいつながりを求める意見も多い

✓情報共有があると、休んでいても次から参加できるという意見があった。手段としては、LINEオープン
チャットやオンライン会議など

✓費用については、資金繰りが懸念

まずは気軽に集まりやすい拠点づくりから！
敷地にも近くて立ち寄りやすい／道具や活動場所などの貸出がある／人がいる
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市民共創プラットフォーム

（拠点）を立ち上げてみよう！
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PURPOSE：活動を計画や設計に活かす

✓ 基本計画で検討した事業・サービスや開館後にやりたい活動等を実際にやってみる場を設け、

様々な活動に取り組むことで成果や課題が具体的になり、このあと作成する管理運営

計画や設計等に活かすことができるため

例：共創機能→市民自ら企画を出して、講座を実施

市民が参加できる情報発信の仕組みをスモールスタートで実施

図書館機能→市民の「やりたい」を支援する本がある空間作りに向けて、

選書や棚づくりに挑戦

✓ 「みらいキャンバス」の開館前から、継続して活動を行うため



LOCATION：GAMAKITA-BASE

✓ 蒲郡駅北商店街に位置し、みらいキャンバス建設予
定地からも近接。元々八百屋であった一軒家を東港
地区まちづくりプロジェクト会議分科会駅北商店街
活性化チーム「がまきたいっか」で借りている

✓ 平日（月・火・木・金）10時～14時は弁当屋に貸出
し、月2回程度がまきたいっかの会合を実施

https://www.instagram.com/gamakitaikka_shotengai/

✓ 敷地や駅にも近くて立ち寄りやすい

✓ 既に活動基盤がある

✓ 東港地区まちづくりプロジェクトとの横
連携の可能性有

Google Map

約200m

がまきた
ベース

30

みらいキャンバス
建設予定地



CONTENTS：あつまる×つくる×しる

打ち合わせをする場所があって 活動・創作する道具があって 知るための本がある

がまきたベースには
打ち合わせスペースがあります！

皆さんのご意見を元に
デジファブ、アナログの道具を

用意します！
（もちろん限りはあります！）

まずは100冊程度の本を用意し、
ライブラリーとしても開設。

活動のための情報を
入手するのはもちろん、
フラッと入れる空間へ 31



FLOOR PLAN：がまきたベース2Fで主に活動

中
央
通
り

１F ２F（メインの活動場所）
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※現在はがまきたいっかさんが月2回程度活動
※現在の想定で、今後変更の可能性があります

平日
昼は
お弁
当屋
さん

＜集まって活動する場＞
例えば：
まちライブラリー、市民共創プラット
フォームについて話し合う場、イベントに
向けた作業場

＜色々な活動がまじりあって使う場＞
がまきたいっかさんとの共用
例えば：
平日昼→お弁当屋さん

がまきたいっかさんが使用
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今のがまきたベースの様子
がまきたいっかさんで
活用方法を検討中！

1F：土間（共用） 2F
市民共創プラット

フォームのメイン活動場所

洋室（7帖）の様子土間（洗面所側）の様子

土間（収納側）の様子 和室（4.5帖）の様子

和室（10帖）の様子

洋室（3帖）の様子



事務局（市＋事業者）

週１日～駐在し、気軽に
集まれる場をつくる

プロジェクトA

チームリーダー

• 全体運営
• 市民活動サポート
• マッチングサポート

プロジェクトB

チームリーダー

プロジェクトC

チームリーダー

プロジェクト進行
サポート

興味のある他市民との
マッチング

アドバイス、情報提供

共創のための「拠点」

アドバイザー

✓ 活動拠点として場所を提供

✓ 道具などの貸出

✓ 専門アドバイザーやコーディネー
ターらによる活動サポートを実施

運営

OPERATION：組織体制
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✓ハードルの低い参加方法や、ゆるいつながり、情報共有の場が求められている

✓第４回ワークショップ後の情報発信や、「拠点」の準備をする間も情報共有ができる仕組みが必要

まずは、みらいキャンバス公式LINEアカウント、
みらいキャンバスInstagramで情報発信をします！

OPERATION：参加メンバー連絡・情報共有方法

35

※プロジェクトごとの連絡手段は、本格始動後各プロジェクトにて検討

↑みらいキャンバス公式LINE ↑みらいキャンバスInstagram
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第１弾として、みんなで「拠点」を立ち上げよう！

WSで考えた企画

それを
「拠点」で実現するために

②こんな家具・備品をつくろう

③こんな道具が欲しい

④こんな本・資料が欲しい
（100冊程度の見込）

①そもそも
「拠点」の名前は何にしよう？



今年度のスケジュール（想定）

R7.8 R8.3 37

基本計画策定（秋頃）

R7.10 R7.12

立ち上げ後も継続してより良い拠点へ！

「拠点」立ち上げ→企画実施

拠点立ち上げ中に企画を実施してもOK！

R7.9 R7.11 R8.1 R8.2

その先へ
…



今日のワーク
- DRAW YOUR CANVAS！２ やりたいことをプランにしてみよう-

38



第４回は企画書の作成＋

「拠点」立ち上げの序章に…

39



第４回のテーマ

企画書にする、「この施設やまちでやってみたいこと」を選ぶ

第３回

第４回

①企画書の作成！

①企画書内容発表！

「拠点」を通じて実際に活動をスタート！

拠点スタート！

②「拠点」開設準備！その後

②「拠点」立ち上げ準備のための話し合い！

40



今日（第４回）のテーマ①

みらいキャンバスでやってみたいことを

プランにしてみよう！

41



企画書を作るにあたって…

• 前回のワークシート書き起こし、企
画書のフォーマット、企画名を記入
するワークシート、企画書例（２種
類）を各グループに配布しています

• 前回グループで決めた企画書とする
活動を具体的に考え、企画書を作成
してください

• 企画名が決まったら、ワークシート
に記入してください

• 企画書例は、ワークのゴールとして、
参考にしてください

42



今日（第４回）のテーマ②

「拠点」を立ち上げよう！

43



44

「拠点」を立ち上げるにあたって…

WSで考えた企画

それを
「拠点」で実現するために

②こんな家具・備品をつくろう

③こんな道具が欲しい

④こんな本・資料が欲しい
（100冊程度の見込）

①そもそも
「拠点」の名前は何にしよう？



グループワークの進め方

（2）｜企画書の作成

（3）｜「拠点」について話し合い

（4）｜全体発表

（1）｜３回目の振り返り

45



（1）｜３回目の振り返り

３回目のワークショップのワークシートをお配りし

ています。

ご自身のグループで話し合った内容を振り返って

みましょう。

46



３回目に選んだ企画案について、企画書を作成しま

す。

（2）｜企画書の作成

⚫ １グループ３個まで企画案を選びましたが、

３個全てについて企画書を書ききらなくても良いです。

具体的に考える中で「うまく進まない…」といった

場合は１個でもOKです。

⚫ 企画名は、A3用紙にも記載してください。

47



企画書を実現するためにどういう「拠点」だと良いか、グループで話し合います。

（3）｜「拠点」について話し合い

考える項目 ⚫ 拠点の名前

⚫ 家具・備品

⚫ 道具

⚫ 本・資料

⚫ そのほか、企画書の実現のために「拠点」に
あってほしいもの

48

⚫ 各グループに配布した模造紙の左上に、企画名を書いたA3用紙を貼ってください。

⚫ 余白は意見や話し合ったことを書きこむなど、自由に使ってください。



FLOOR PLAN：がまきたベース2Fを主に活用

中
央
通
り

１F ２F（メインの活動場所）

49

※現在はがまきたいっかさんが月2回程度活動
※現在の想定で、今後変更の可能性があります

平日
昼は
お弁
当屋
さん

＜集まって活動する場＞
例えば：
まちライブラリー、市民共創プラット
フォームについて話し合う場、イベントに
向けた作業場

＜色々な活動がまじりあって使う場＞
がまきたいっかさんとの共用
例えば：
平日昼→お弁当屋さん

がまきたいっかさんが使用



50

今のがまきたベースの様子
がまきたいっかさんで
活用方法を検討中！

1F：土間（共用） 2F
市民共創プラット

フォームのメイン活動場所

洋室（7帖）の様子土間（洗面所側）の様子

土間（収納側）の様子 和室（4.5帖）の様子

和室（10帖）の様子

洋室（3帖）の様子



最後に、グループの代表者にグループワークの成果を発表していただきます。

（４）｜全体発表

発表すること 【テーマ①みらいキャンバスでやってみたいことをプランにしてみよう！】

⚫ 企画書の内容

⚫ アピールポイント など

【テーマ②「拠点」を立ち上げよう！】

⚫ 企画書を実現するために、「拠点」に必要だとグループ内で
考えたこと など

51



ワークショップのお約束

恥ずかしがらずに、どんどん書いてみる、出してみる。は

ひ

ふ

へ

ほ 他の人・グループの意見を聴く、褒める。

ふせん1枚に一意見。なるべく沢山、なるべく短く。

否定しない！自分と違った意見も、それもあるね。

へぇ！それ、いいね！真似してOK！ 便乗して発想を広げる。

52



アイスブレイク
-自己紹介-

53



パッと開いたページの質問を、

時計回りに隣の人に聞いてみよう

100の質問
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ついつい やってしまう
くせは？

ついついやってしまうのは…

時計回りに

一周する

スタート

質問したら、本を手渡す

できるように
なりたいことは？

…

答えたら、

次の人に質問する
質問への回答本を開いて質問する 以降、繰り返し
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企画書の作成

目安

３回目の振り返り 10分

グループワーク

「拠点」について話し合い

全体発表

40分

10分

35分
1チーム5分
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企画書の作成

目安

３回目の振り返り 10分

グループワーク

「拠点」について話し合い

全体発表

40分

10分

35分
1チーム5分
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企画書の作成

目安

３回目の振り返り 10分

グループワーク

「拠点」について話し合い

全体発表

40分

10分

35分
1チーム5分
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休 憩

15：50まで
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企画書の作成

目安

３回目の振り返り 10分

グループワーク

「拠点」について話し合い

全体発表

40分

10分

35分
1チーム5分
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今後のスケジュール

61

⚫ 基本計画は秋頃策定予定です。

別途、市民の皆さまへご説明する機会を設けたいと考えています。

⚫ 次は管理運営計画の検討に入ります。引き続き、市民の皆さまと一緒に

創り上げていきたいと考えています！

⚫ 「拠点」については、今日の内容を踏まえて、立ち上げの準備を進めます。

⚫ みらいキャンバス公式LINEアカウント、みらいキャンバスInstagramで

随時お知らせ等を発信していきます。

ぜひ友だち追加、フォローをお願いします！



ご記入頂いたアンケートは受付で

スタッフへお渡しください。
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おつかれさまでした！

全４回へのご参加、ありがとうございました。お気をつけてお帰りください。
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